
富⼭⾼等専⾨学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム・内部評価(1)
評価⽇時︓ 2022年4⽉19⽇
会議名称︓数理・データサイエンス・AI専⾨部会
開催場所︓ 富⼭⾼等専⾨学校
⽬的︓令和3年度の数理・データサイエンス・AI教育プログラムの内部評価
評価項⽬︓⽂部科学省「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベル、応⽤基礎レベル）」の認定申請の

観点による評価
⾃⼰点検・評価の視点 内部評価 評 価 理 由

認定要件を満たす授業内容 B リテラシーレベル、応⽤基礎レベルの授業科⽬とも、Webシラバスの記載内容から、認定要
件を満たす内容である。

数理・データサイエンス・AIを「学ぶ
楽しさ」「学ぶことの意義」の理解 B

リテラシーレベルでは、データサイエンスⅡで産学連携教育Ti-TEAMを実施、全学科から構
成されたグループにより⾯談による企業調査を実施し、産業界の動向を知ることができる内
容となっている。
応⽤基礎レベルでは、実験実習科⽬にて専⾨分野に関するPBLにより学⽣の興味を惹く内容
を実施している。

学⽣アンケートを通じた学⽣の理解度 B

各科⽬で調査している学⽣アンケート及び内容の理解度の結果を分析、改善点等を挙げた。
学⽣アンケートでは、以下の分析結果となった。（資料1）
データサイエンスⅠは、授業内容も多くスライド中⼼の説明であるので、事前の資料提⽰な
どで理解を助ける⼯夫をする。
データサイエンスⅡは、演習を含み丁寧な説明が⾼い評価を受けている。
AI/MOTは、実施内容が多かったので、精査の必要がある。授業実施企業担当者からの評価は
⾼い。
アンケートの回収率が悪い科⽬もあり、指導の必要がある。

リテラシーレベル、応⽤基礎レベルに関した授業内容の理解度調査では、以下の結果となっ
た。（資料2）。
リテラシーレベル（項⽬1〜5）に関して、概ね⼗分な理解度を⽰している。しかし、AI・
データと社会との関わりに関する項⽬（項⽬3）が若⼲低い。実データを⽤いた演習やPBLを
通じて、AIやデータ活⽤のイメージを向上させ、理解度の改善に努める。
応⽤基礎レベルに対する知識に関する項⽬（項⽬6）についても、理解度は⾼い結果となって
いる。応⽤基礎レベルの科⽬により、さらに知識および応⽤⼒の向上に繋げる。

A︓審査項⽬の観点を上回る成果を達成した。
B︓審査項⽬の観点通りの成果を達成した。
C︓審査項⽬の観点通りの成果を達成できなかったが、達成に向けての対応策が⽴案され、対応に着⼿している。
D︓審査項⽬の観点通りの成果を達成できなかった。さらに、達成に向けた対応策が⽴案されていない。



富⼭⾼等専⾨学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム・内部評価(2)
評価⽇時︓ 2022年4⽉19⽇
会議名称︓数理・データサイエンス・AI専⾨部会
開催場所︓ 富⼭⾼等専⾨学校
⽬的︓令和3年度の数理・データサイエンス・AI教育プログラムの内部評価
評価項⽬︓⽂部科学省「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベル、応⽤基礎レベル）」の認定申請の

観点による評価
⾃⼰点検・評価の視点 内部評価 評 価 理 由

教育内容・⽔準を維持・向上しつつ、
より「分かりやすい」授業とすること B 教務委員会、FD委員会を通じて、授業アンケート結果をフィードバックし、各授業において

授業改善に活⽤できる体制をとっている。

教育プログラム履修者の状況 B
リテラシーレベル、応⽤基礎レベルとも各学年での履修率はほぼ100%である。
リテラシーレベルについては、令和3年度より必修科⽬での実施で、令和3年度⼊学⽣では休
学、途中退学者を除き、全員が本教育プログラム修了者となる。
応⽤基礎レベルについては、令和4年度に初回の修了認定を実施する。（資料3）

産業界から教育プログラムの内容・⼿
法等への意⾒ B

運営諮問会議（令和3年11⽉2⽇）で報告し、委員から「データサイエンス等は⾼専でやって
いた⼈は、仕事として経験を積んだ⼈より強いようである。適正のある⼈は若いうちから経
験を積ませた⽅がよく、⾼専では重点的に取り組んでほしい」との意⾒を頂いた。

その他
認定制度（リテラシーレベル）について、令和3年度の新カリ実施に伴い、1学年全学科開講科⽬データサイエンスⅠ、Ⅱを追加する変更届を提出

した。また、リテラシーレベルプラスについて、選考委員会からの指摘点（学習⽀援内容の検討）を踏まえ、教育プログラムの概要を修正し、申請
する。認定制度（応⽤基礎レベル）について、電⼦情報⼯学科、電気制御システム⼯学科で申請する。機械システム⼯学科をはじめ他学科について、
審査要件に対するカリキュラムの不⾜分を調査することとしている。
応⽤基礎レベル科⽬に関連して令和6年度4学年全学科開講科⽬AI・MOTⅠ及びAI・MOTⅡについて、電⼦情報⼯学科4学年でAI/MOTとして前倒

し実施した。AI及びMOT（国際ビジネス学科教員が実施）に関する概要や、企業実務者による企業でのAI・データ技術と専⾨に関する内容を講義、
また、ビジネス視点でのAI・データ活⽤に関するPBL型演習を実施、各学⽣のアイデアをプレゼンする内容とした。令和4年度は、電気制御システ
ム⼯学科4学年で実施し、その授業内容等を共有し、令和6年度の各学科での実施に備える。

A︓審査項⽬の観点を上回る成果を達成した。
B︓審査項⽬の観点通りの成果を達成した。
C︓審査項⽬の観点通りの成果を達成できなかったが、達成に向けての対応策が⽴案され、対応に着⼿している。
D︓審査項⽬の観点通りの成果を達成できなかった。さらに、達成に向けた対応策が⽴案されていない。



富⼭⾼等専⾨学校 令和3年度数理・データサイエンス・AI教育プログラム・内部評価（3）

⾃⼰点検委員会委員⻑へのレビュー
実施⽇ 令和４年4⽉21⽇ 16:00-17:00
参加者 数理・データサイエンス・AI専⾨部会員

委員⻑コメント︓
引き続き, COMPASS 5.0 およびGEAR 5.0 と連携しながら、
富⼭⾼等専⾨学校 数理・データサイエンス・AI教育プログ
ラムの改善・進化を進めること。
令和6年実施のAI/MOTの準備を着々と進めること。



授業アンケート結果 [資料1]

【質問1】授業はシラバスに基づき明確な⽬標・⽬的が
設定され，内容が分かり易く展開されていましたか︖

【質問2】先⽣の⽩板、教材及び教育機器の使い⽅は適
切でしたか︖

【質問3】先⽣は授業中、理解の度合いを確かめたり等
をして、授業への参加を促しましたか︖

【質問4】全体としてあなたはこの授業を理解し、⽬標
に到達しましたか︖

アンケート項⽬



授業アンケート結果 [資料1]
データサイエンスⅠ

1回の授業でたくさん進むので⼤変だった。
授業資料が配布されていたので、理解に助かった。
わかりやすい授業だった。

→ 授業内容が多いので、適宜授業前の資料配布の
実施など、理解を助けるように努める。



授業アンケート結果 [資料1]
データサイエンスⅠ



授業アンケート結果 [資料1]
データサイエンスⅡ

説明を繰り返していて、授業についていきやすかった。
わからないこともすぐ聞くことができた。
最初は、わからないことが多かったけど授業を受けていくと
徐々に理解することができたので良かったです。
授業スピードがゆっくりで何回もしてくれて分かりやすかった。

→ 評価が⾼いので、引き続き丁寧な授業を⼼がける。



授業アンケート結果 [資料1]
データサイエンスⅡ



授業アンケート結果 [資料1]
AI/MOT



学⽣への理解度達成度調査結果(1年⽣対象)    [資料2]

10

事例をあげて説明できる
説明できる
説明できない

事例を2つ以上あげて説明できる
事例をあげて説明できる
例をあげることができない



11

カリキュラムWG

事例を2つ以上あげて説明できる
事例をあげて説明できる
事例をあげられない

モラルの必要性とデータを守るための必要事項を説明できる
モラルの必要性を説明できる
モラルの必要性を説明できない

学⽣への理解度達成度調査結果(1年⽣対象)    [資料2]



12

カリキュラムWG

データをグラフ化、代表値で表し、分析、利活⽤できる
データをグラフ化、代表値で表せる
データをグラフ化、代表値で表すことができない

キーワードをほとんど説明できる
キーワードを2つ以上説明できる
キーワードを1つ説明できる
キーワードを全く説明できない

学⽣への理解度達成度調査結果(1年⽣対象)    [資料2]

→ 項⽬3の評価が低い。実データを⽤いたPBL等の更なる充実で数理・データ・AI
の活⽤イメージの向上に繋げる。



履修者、修了者状況 [資料3]
リテラシーレベル

応⽤基礎レベル


